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 2.1 リスクとは 
 リスクについては従来、さまざまな定義が存在し、混乱が生じていた。こうした状
況を改善するため、国際標準化機構（ISO）はリスクマネジメントの国際的なガイド
ラインとして、2009年11月にISO 31000:2009, Risk management – Principles and 
guidelinesを公表した。その中で示されたリスクの定義が、国際的に定着しつつある。









































はリスクが顕在化した事象といえるのである（Heath and O'Hair, 2010, p. 9）。 
 











（大泉，2004, p. 1, p. 63）といえるだろう。 
 危機には様々な種類があるが、危機管理の分野で挙げられる例としては、たとえば
大規模な産業災害、欠陥製品による事故、労働争議、テロ、脅迫、敵対的買収などが





















































































起こりやすさ、重大性、受容、対応などである（小林，2011, p. 107）。 
 
 3.2 危機管理とは 







ルである。Fink は危機を病気の症状になぞらえて、①前兆段階（Prodromal crisis 






















Fink Mitroff Three-Stage 
前兆 前兆の発見 事前（平時） 
準備／防止 
急性 封じ込め／被害抑制 発生時（有事） 
慢性 回復  
事後（復旧時） 解決 学習 





































































 4.1 リスクコミュニケーション 
 リスクマネジメントの重要な要素は、コミュニケーションである（National 



























































































ニケーションしないことは不可能」（“We cannot not communicate.”）といわれる（八
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